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0
６自碇式上路ＰＣ吊橋の主桁剛性と振動特性
本章では，基礎構造で水平力を負担することが困難な条件に適する自碇式上路ＰＣ吊橋を対象とし，実橋実験
により振動特性を実測し，解析結果と比較することで固有振動特性や歩行者通行時の動的応答の予測方法の妥当
性を検討した．さらに，振動使用性に配慮した合理的な設計を行うために，構造パラメータが歩行者通行時の振
動使用性に与える影響について検討するとともに，たわみ制限の有効性について検討した．また，主桁の損傷と
振動特性の変化について模型実験により把握し，維持管理における診断指標としての可能性を検討した．図-11
は，自碇式上路ＰＣ吊橋の実施事例である．自碇式上路ＰＣ吊橋は,桁高を支間の1／130程度までにしても，座
屈に対する安全性を確保できるが，我が国において振動使用性の照査に仕様規定的に用いられている活荷重たわ
みの制限値を満足しない場合がある．図-12は，活荷重たわみとシミュレーション解析で得られた歩行者通行時
の振動刺激量の関係である．これより，仕様規定で制限されている活荷重たわみL／600やL／400を満足しなく
ても，振動使用性に問題ないことが示されている．
図-11自碇式上略ＰＣ吊橋の実施事例
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図-12自碇式上略ＰＣ吊橋における活荷重たわみと歩行者単独通行時の振動刺激量
7．結論
本章では，本論文で得られた知見を取りまとめるとともに，今後の課題を提示した．
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学位論文審査結果の要旨
本学位申請論文に対して，審査委員が個別に面接と試問を行うとともに第１回審査委
員会にて論文内容と研究能力・学力等を検討し，審査方針を決定した.１２月８日開催の口
頭発表及び同日開催の第２回審査委員会にて協議の結果，以下の通り判定した．
本研究は，吊樅造形式コンクリート橋を対象にして，原点となる直路式ＰＣ吊床版橋に
ついて固有振動特性，モード減衰定数，歩行者通過時の動的応答を予測する方法を提案す
るとともに直路式吊床版橋から発展させた構造形式に対して，提案した予測方法の適用
性を検証したものである．さらに，構造パラメータと振動使用性との関係を示し，振動使
用性の問題が生じないパラメータの範囲を示すとともに，一般的に行われている仕様規定
的な照査の妥当性を検討した．また，制振対策が必要な場合について，吊構造形式特有の
固有振動特性に対しても安定的かつ効率的な制御方法を提示したものである．
本研究で得られた研究成果は，不合理な仕様規定に縛られて実現性や経済性を損なわな
いよう，振動に対する精度の高い性能照査方法の確立に大いに役立つものである．
本論文は，今後ますます重要となる，吊形式橋梁の振動使用性に対する性能照査方法の
確立に貢献するところが大であり，工学上有用な知見を多く得ていることから，本申請者
は博士（工学）の学位を受けるに値する，と判定した．
なお，申請者は国際会議での座長経験や発表経験が３回あり，また，参考論文以外でも
５編の外国語論文の執筆があることから，外国語の能力も十分に有するものと判定したい
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